
３月議会を終えて 
  ～東大阪はどう変わっていくか 

 平成２９年４月９日 

神田町自治会館 

本日はお集まりいただきありがとうございます 

中西のぶひろと市政を語る
会 



■代表質問をいたしました 

①総合事業について 

②新技術の開発と東大阪の
モノづくりについて 

③グリーンガーデンひらお
かの解体について 

④障害者施策について 

⑤組織機構の改編について 

⑥教育行政施策について 



議会質問が形になりました 

●（２８年６月議会）長寿企業の顕彰を提案 

 

  ２９年度事業で長寿企業の顕彰と冊子づくりを予算化 

 

●（２８年１２月議会） 

スポーツのよさをまちづくりに生かすために、スポーツ振興室の設置を提案 

 

  ２９年度から「スポーツのまちづくり戦略室」ができました 

 



ケーブルテレビ録画放映 

 

インターネット録画 

      東大阪市議会ホームページ 

        本会議録画放映 
     

■議会質問を見ていただけます 

 検 
索 



■４月から新たに始まる事業 

まちを変える介護予防・
日常生活支援総合事業 



















■地域で支え合う仕組みづくり 

家事援助  外出支援  移動販売  食材配達 
声かけ   配食    見守り 
安否確認  コミュニティカフェ   など 
 

 

 

自治会 老人会 ＮＰＯ法人 社会福祉法人 民間企業・・・ 
                       いろいろな団体 

 
  



高齢者が住み慣れた地域で、人生の最後まで自分らしい
暮らしができるように、地域で支え合うしくみをつくる 



子ども子育て支援制度 
■２７年４月から新しい子育て支援制度がスタート 

●幼稚園（３～５才） 
  幼児期の教育を行う学校 
 
●保育所（０～５才） 
  就労などで家庭で保育できない保護者に代わって保育する施設 
 
●認定こども園（０～５才） 
  幼稚園と保護者の機能や特徴を併せ持ち、地域の子育て支援も行う施設 
 
●地域型保育（０～２才） 
  少人数の単位で０～２才の子どもを預かる事業 



●民間の幼稚園の認定こども園への移行や、小規模保育事業の創設を進め
る 

 

●公立幼稚園・保育所の再編整備を進める 

   約半分に集約していく 

   リージョンごとに ひとつの認定こども園を整備する 

 

●公立幼稚園・保育所の役割 

①支援を必要とする家庭へのセーフティネットとしての役割 

②必要な時に利用できる一時預かり 

③在宅での子育て家庭への相談、情報発信などの子育て支援の拠点 

 



子ども子育て支援制度 

■布施子育て支援センターがスタートします 

■公立の認定こども園が、４月から３園スタートします 



■公立の認定こども園が、４月から３園スタート 

 幼保連携型こども園 

縄手南幼稚園・縄手幼稚園・六万寺保育所を統合⇒縄手南こども園      
【旧繩手南幼稚園内に】 

     

意岐部幼稚園・高井田幼稚園・小阪幼稚園・菱屋西幼稚園・金岡保育所を統合 

⇒小阪こども園【旧小阪幼稚園内に】  

 

 幼稚園型こども園 

北宮幼稚園・成和幼稚園を統合⇒北宮こども園【旧北宮幼稚園内に】  

 

 

 



■子育て制度は、いま過渡期 

●民間の幼稚園の認定こども園への移行や、小規模保育事業の創設を進める 

 

●公立幼稚園・保育所の再編整備を進める 

   約半分に集約していく 

   リージョンごとに ひとつの認定こども園を整備する 

 

●公立幼稚園・保育所の役割 

①支援を必要とする家庭へのセーフティネットとしての役割 

②必要な時に利用できる一時預かり 

③在宅での子育て家庭への相談、情報発信などの子育て支援の拠点 

 



















 乳幼児およびその保護者が相互の交流を行う場所をつくり、子育てにつ
いての相談・情報の提供・助言などの援助を行う 

 

 在宅子育て支援の充実 

   市の費用負担額（一人当たり） 

    公立保育所 ２０６万円 

    私立保育所 １２３万円 

    在宅子育て   ４万円 

 

リージョンでひとつの子育て支援センターを目標 

   旭町（あさひっこ）・楠根（ももっこ）・鴻池・荒本・長瀬 

   布施子育て支援センターは６番目・・・５月２２日にオープン 

   Ａ地域の子育て支援センターを孔舎衙に計画 

■布施子育て支援センターがスタートします 









教育が変わります 

■平成３１年度から中学校給食が始まります 

■平成３１年度から義務教育学校がはじまります 

   全小中学校で、小中一貫教育を実施します 

■小学校の空調設備を整備します 



■平成３１年度から義務教育学校がはじまります 

   全小中学校で、小中一貫教育を実施します 

 
 学校教育法を改正して、小学校・中学校の義務教育制度のなかに、新たに義務教
育学校をつくることができるようになりました 

 

中１ギャップの解消 

学びの連続性と学力向上 

就学前～小学校段階～中学校段階 一貫した教育の必要性 

 

一小一中の校区でモデル校として 

繩手南校区・池島校区で義務教育学校 

校舎分離型の義務教育学校 

 



■平成３１年度から中学校給食が始まり
ます 

 市長の施政方針演説（２８年３月議会） 

  ２９年度より段階的に導入し、３１年度には全校で実施 

  アクションプランでも明言 

 

 ３か月後の６月議会で、方針転換 

「急ぐあまりのデリバリー選択制での２９年度からの導入は行わ
ず、３１年度からの小中一貫にあわせて順次、全員喫食の中学校
給食が提供できるように検討を進める」 

 

 議会から多くの批判 



今度の３月議会で方針提示 

全２５中学校で「完全給食」「全員喫食」での学校給食を年次的に
導入 

 ３１年度 ２校（池島・縄手南）～３４年度までの４か年計画 

 全校一斉実施が望ましいが、小学校普通教室空調整備を優先 

    民間調理場を活用した食缶方式で全員喫食 

 

２９年度は予算５００万円（給食配膳室整備にかかる設計委託業務）
を計上 

 



■小学校の空調設備を整備します 

 
暑さ対策や良好な学習環境づくり 

中学校の普通教室はすでに実施 

３１年度から始まる小中一貫教育においても９年間を見据えた教育環境の
整備が必要 

 

 全５１校の一斉実施（整備に伴う学校間格差を解消） 

    直営方式ではなく、ＰＦＩ方式 

    整備目標：３１年９月供用開始 

 

本年度予算：ＰＦＩ等導入可能性調査委託料として７００万円 



公共施設がこう変わる！ 
■東大阪障害児者支援センター（レピラ）ができました 

■新市民会館（東大阪文化創造館）の工事がスタートします 

■旧旭町庁舎が解体され、新庁舎がつくられます 

■旧市民会館の跡地利用が決まりました 

■グリーンガーデンひらおかの解体が決定しました 

■ラグビーＷカップ2019目指して、整備されます 

  花園ラグビー場・花園中央公園・周辺道路・東花園駅前 



■東大阪障害児者支援センターレピラが
できました 

東大阪市療育センターと高井田障害者センター 

  療育センター（昭和５５年）に設立 

   画期的な施設 

 

東大阪市障害児者センター（レピラ） 

 障害児者福祉の拠点 

 地域のネットワークの中核 









■東大阪文化創造館の工事がスタート 
 

平成２８年度に業者決定・設計 

大林組を中心に設立された別会社と１８３億２千万円
で契約し平成４５年まで割賦払い 

 

 

平成２９年度から工事スタート 

 

平成３１年９月１日 オープン！ 

 



●昭和４２年に整備 
老朽化が進む 
耐震に大きな問題 
 
平成２７年６月で閉鎖 
 
●新市民会館は 
 平成３１年秋に完成予定   



●新市民会館は 
旧中央病院跡 
 

周辺に５大学、６高校 
市民や学生が集える場に 
 

民間施設との複合化して
にぎわいをつくる   











■旧市民会館の跡地利用が決まりました 

 東大阪商工会議所が移転 

４階建て 

１階：市立永和図書館 

２～３階：商工会議所・公証人役場など 

４階：ホール 

平成３１年（２０１９）６月ごろの完成を目指す 

土地は東大阪市が商工会議所に賃貸 

建物は商工会議所が建設（総工費１０数億円の予定） 

図書館部分については、市が商工会議所より建物を賃借 

   市は今年度予算で、図書館整備事業として３１年までの３年間 

   １億１５５０万円を予算計上 









■旧旭町庁舎が解体され、新庁舎がつくられます 

 

東保健センター 
東福祉事務所 
旭町図書館 

旭町庁舎 

旭町行政サービスコーナー 
 

⇒（平成２８年度）仮設庁舎へ仮移転 

⇒廃止 

新庁舎（３階建て） 

東保健センター 
東福祉事務所 
 

（平成３１年度） 

設計・解体・新庁舎の工事 （平成２９～３０年度） 

⇒ 四条図書館 



 旧枚岡市役所庁舎（昭和３９） 

  （鉄筋コンクリート造り4階建て） 

 戦後建てられた自治体庁舎の中でも、 

代表的な建築、とされる 

 耐震性に問題がある 

   解体の決定 

    ２５年１１月議会 

    ２８年１０月議会 

    ２９年３月議会 

 

   解体に反対の運動がある 

     ドコモモジャパン 
 

 

 

 

 

 

  





■グリーンガーデンひらおかの解体が決定しました 

 平成１１年度末に、大阪府が勤労者憩の家「ひらおか山荘」を閉鎖 

 地元の強い要望で、大阪府より建物を無償で譲受け改修工事 

          （土地については４３年８月３１日まで無償貸与） 

 １５年１１月 グリーンガーデンひらおか オープン 

 １８年 あり方検討委員会を経て経営改善をはかる 

 ２３年 包括外部監査で「事業の廃止を含めて今後の方針を策定すべき」 

 ２８年 あり方検討委員会 

厳しい条件 建物の老朽化 耐震工事が必要 内部設備の老朽化 低い稼働率 
赤字経営 継続使用となると多大は費用が必要  

  ２９年度末で閉館の決定 

 ２９年度予算で、解体設計委託料１０００万円・家屋調査委託料１２００万円 を
計上 

 

 



中西の解体反対理由 

①庁内のあり方検討委員会の結論に合理性があるのかどうかの検証 

合宿所や研修所として利用する途はまったくなかったのか、観光
資源としての活用の途はなかったのか 

②地元や議会に対して検討のための猶予期間があってもよかったのではな
いか 

③眺望や環境は素晴らしく現在も自然体験や生涯学習の場として、年間数
万の利用がある。４３年８月まで無償貸借のあるものを、２９年度末で閉
鎖することは性急にすぎないか 

 

 

解体が決定 















■ラグビーＷカップ2019目指して 

  花園ラグビー場の改修工事がはじまりました 

 

 工事期間について 

 平成29年2月～平成30年9月末（予定） 

 

工事期間中の試合開催について 

 平成29年度の全国高校ラグビー大会のみ
開催  



主な改修内容 

南側サイドスタンドの増築 

北側サイドスタンドの新設 

照明の新設 

大型映像装置の設置 

全座席の改修 

エレベーターの改修、増設（１基→３基） 

各部屋の改修（ロッカールーム、ＶＩＰ
ルーム、貴賓室、トイレ 等） 
 



改修後のスタジアムの
イメージは 



【改修後イメージ】 ●外観イメージ 

 モノづくりのまちのイメージで、ラグビー場の外側を
スチールで包み込み、外観のイメージが大きく変わる 









■ラグビーＷカップ2019目指して 

  府道大阪瓢箪山線の整備 

 

●近鉄奈良線連続立体交差事業が完成（平成26年9月） 

次は道路整備 

工事区間 八戸ノ里（中央環状線）～瓢箪山（外環状線）3.2ｋｍ 

 

●Ｗカップに向けて、本格的に中央環状線⇔東花園間の工事が始
まっています 

 

●東花園⇔瓢箪山間の事業認可が、３月にやっとおりました 





●自転車駐輪場をこわす 
 
●完成は、30年3月予定 
 
●バス走行を配慮したロータリー 
 バス・タクシー乗り場・障がい者用の乗降スペース 
 駅舎から各乗降場まで、屋根の設置 
 遮熱性舗装材 
  

■ラグビーＷカップ2019目指して 
 

   東花園駅前が整備されます 
 
 





●一昨年の様子 



●今年（10月8日）の様子 



●今年（10月8日）の様子 





■スクラムロードの整備 





中西のぶひろ  感謝の集い 

日時：７月１６日（日） 

   １１時３０分～ 

場所：シェラトン都ホテル 

会費：5,000円 

 ４年間の空白の期間を経て、いまこうして充実した
議員活動をさせていただいていることに、心から感謝
いたします 



みなさん 
  ありがとうございました 

中西のぶひろ 

東大阪市議会議員 


